
　

久
山
療
育
園
の
設
立
は
、
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の

３
人
の
牧
師
先
生
が
集
い
、
各
自
千
円
ず
つ
出
し

合
い
、
設
立
の
理
念
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
の

が
出
発
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
一
人
目
の
先
生

は
、
当
法
人
の
叶
義
文
理
事
の
お
父
様
で
あ
り
ま

す
叶
昌
全
先
生(

当
時
、
大
牟
田
バ
プ
テ
ス
ト
教

会
牧
師)

で
す
。
当
教
会（
東
福
岡
教
会
）の
夜
の

集
会
で
講
演
さ
れ
、
久
山
療
育
園
の
意
義
と
理
念

に
つ
い
て
話
を
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

地
上
の
動
物
の
中
で
人
間
の
み
が
唯
一
神
様
の

形
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
力
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
に
は
心
身
障
害
者
の
方
々
の
尊
い
存
在
へ
の
気

づ
き
を
教
え
ら
れ
た
、
大
き
な
こ
と
で
し
た
。　

　

次
の
先
生
は
、
初
代
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
川

野
直
人
先
生(

当
時
、
田
隈
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
牧

師)

で
誠
実
な
お
人
柄
で
、
一
番
の
思
い
出
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
の
は
、
た
し
か
一
歳
く
ら
い
の

障
害
児
の
お
子
さ
ん
を
両
手
で
抱
か
れ
、
ハ
ラ
ハ

ラ
と
涙
を
流
さ
れ
て
お
ら
れ
た
事
で
し
た
。

　

同
じ
よ
う
に
一
歳
く
ら
い
の
障
害
児
の
お
子
さ

ん
を
抱
い
て
い
た
宮
本
要
先
生（
当
時
バ
プ
テ
ス
ト

東
福
岡
教
会
牧
師
）が
、
川
野
先
生
と
自
分
を
比
較

さ
れ
、
あ
ま
り
に
も
の
違
い
に
反
省
さ
え
な
さ
っ

て
い
た
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。
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「
久
山
療
育
園
設
立
者-

３
人
の
先
生
方
の
思
い
出
」

「スポーツの秋！元気にボッチャで活動中」

監
事
／
バ
プ
テ
ス
ト
東
福
岡
教
会
員

　

　

口

重

登

　

宮
本
要
先
生
は
バ
プ
テ
ス
ト
東
福
岡
教
会
の
牧

師
を
辞
任
さ
れ
久
山
療
育
園
の
初
代
事
務
局
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
教
会
で
の
最
後
の
説
教
が

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
牧
師
を
辞
任
し
て
、

久
山
療
育
園
の
事
務
局
長
に
就
任
す
る
こ
と
は
、

大
変
な
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も「
イ
エ
ス
様
の
十
字

架
の
元
に
立
て
る
だ
け
で
も
満
足
で
す
。」と
い
う

言
葉
を
後
に
教
会
を
去
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
久
山
療
育
園
の
お
役
を
頂
き
、
一
番
有
難

い
と
思
い
ま
す
事
は「
ミ
ッ
ト
・
レ
ー
ベ
ン
」の
言

葉
に
出
会
え
た
事
で
す
。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
言

葉
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
中
村
哲
先
生
の
働
き
、

又
、
北
九
州
市
の
奥
田
知
志
先
生
の
ホ
ー
ム
レ
ス

の
方
々
へ
の
支
援
の
働
き
に
つ
な
が
る
言
葉
で
す

が
、
私
の
現
在
の「
職
場
」「
家
庭
」に
お
い
て
も
通

じ
る
言
葉
で
あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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1
9
7
6
年
９
月
に
開
園
に

導
か
れ
て
満
45
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
通
常
の
事
業
体
で
は
、
創
設

時
の
黎
明
期
か
ら
安
定
期
に
入
り

更
に
向
上
期
に
至
る
過
程
だ
と
思

い
ま
す
。
久
山
療
育
園
重
症
児
者

医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
（「
久
山
療

育
園
」「
セ
ン
タ
ー
」と
略
）で
は
、

2
0
0
8
年
８
月
に
創
立
30
周
年

以
来
の「
改
築
構
想
委
員
会
」の
協

議
を
経
て
全
面
改
築（
新
築
）が
完

成
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ

ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
コ
ロ
ニ
ー

友
の
会
）や
保
護
者
会
、
地
域
の

方
々
の
支
援
に
負
う
と
こ
ろ
も
多

く
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
全

面
改
築
の
直
後
に
発
足
し
た「
在
宅

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
、
第
１
段

階
：
2
0
0
9
年
度
～
2
0
1
5

年
度（
施
設
全
面
改
築
か
ら
在
宅
支

援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
）、
第
２
段
階
：

2
0
1
6
年
度
～
2
0
2
0
年

度（
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
と

新
た
な
事
業
展
開
）検
証
、
第
３
段

階
：
2
0
2
1
年
度
～
2
0
2
5

年
度（
重
症
児
者
の
家
族
と
共
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
）計
画
へ
と
進

み
、
第
１
段
階
で
は
2
0
1
5
年

７
月
に「
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
」及

び「
重
症
者
ホ
ー
ム
ひ
さ
や
ま
」が

事
業
を
開
始
さ
れ
、
医
療
病
床
入

院
と
家
庭
生
活
の
中
間
に
位
置
す

る
居
住
生
活
空
間
で
、
毎
年
深
化

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
第

３
段
階
の
初
年
度
に
当
た
り
ま
す
。

ご
家
族
と
共
に
い
つ
も
向
き
合
っ

て
い
ま
す
重
症
心
身
障
害
児（
者
）

も
年
長
化
～
高
齢
化
さ
れ
て
い
ま

す
。「
在
宅
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
方
向
性
を
、「
ご
家
族
と
共
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
」に
視
点
を
置

い
て
い
ま
す
。
ご
家
族
や
支
援
者
、

地
域
の
必
要
に
聴
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
危
機

　

昨
年
の
同
時
期
に
発
刊
さ
れ
た

2
0
1
号
で
は
、
理
念
と
展
望「
危

機
に
あ
っ
て
も
創
立
理
念
に
堅
く

立
つ
」と
い
う
題
で
お
示
し
し
ま
し

た
。
以
来
１
年
間
、
ま
さ
に
危
機

に
あ
っ
て
も
創
立
理
念
に
堅
く
守

ら
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。「
在
宅

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
途
上
に

あ
る
今
、
2
0
1
9
年
末
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
蔓
延

と
い
う
危
機
が
生
じ
、
第
５
波
が

2
0
2
1
年
７
月
下
旬
か
ら
８
月

に
か
け
て
猛
威
を
振
る
い
、
そ
の

原
因
は
δ
株
を
中
心
に
し
た
変
異

株
に
よ
る
感
染
で
、
危
機
は
い
つ

果
て
る
と
も
知
れ
な
い
状
況
で
す
。

し
か
し
、
創
立
理
念（
設
立
の
目
的
・

運
営
基
本
方
針
）に
も
あ
る
よ
う
に
、

神
様
が
建
て
ら
れ
た
久
山
療
育
園

の
施
設
事
業
は「
打
ち
倒
さ
れ
て
も

滅
ぼ
さ
れ
な
い
」（
コ
リ
ン
ト
の
信

徒
へ
の
手
紙
二　

４
章
９
節
）と
信

じ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
、
重

症
心
身
障
害
児（
者
）、
家
族
、
職
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
守
る
対
策
で
す
。

ま
た
恐
る
べ
き
は
無
関
心
や
風
化

で
す
。
久
山
療
育
園
な
ら
で
は
の

事
業
体
・
運
動
体
の
活
動
の
復
旧

を
感
染
対
策
と
共
に
視
野
に
入
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

創
立
理
念
を
想
起
し
て

　

設
立
の
目
的
に「
重
症
心
身
障
害

児
に
愛
の
手
を
」と
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
目
的
に
従
っ
て
在

宅
及
び
入
所
重
症
児
者
の
ニ
ー
ズ

に
聴
く
診
療
計
画
と
実
践
を
継
続

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た「
重
症
児
が
社
会
の
片
隅
に
収
容

さ
れ
て
生
き
る
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
地
域
の
中
心
に
位
置
付
け
ら

れ
る
こ
と
を
願
う
」こ
と
か
ら「
在

宅
支
援
セ
ン
タ
ー
」へ
の
医
療
生
活

支
援
計
画
が
立
て
ら
れ
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。「
久
山
療
育
園
は
単
な

る
収
容
施
設
で
は
な
く
、
新
し
い

福
祉
社
会（
福
祉
共
同
体
）づ
く
り

の
拠
点
で
あ
る
」と
い
う
決
意
か
ら
、

福
祉
共
同
体
の
実
現
及
び
地
域
医

療
連
携
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。「
運

営
基
本
方
針
」か
ら
は
、「
久
山
療

育
園
は
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
土
台

と
し
て
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」が
掲
げ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
45

年
間
に
及
ぶ「
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」や
5
0
0
教
会

に
も
及
ぶ
諸
教
会
の
支
援
を
受
け
、

連
携
し
て
参
り
ま
し
た
。「
療
育
基

本
方
針
」か
ら
、「
久
山
療
育
園
は
、

病
院
で
あ
り
学
校
で
あ
り
家
庭
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
対
象
者
を
技

術
論
的
に
で
は
な
く
、
全
人
的
に

と
ら
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
最
善
の
職
際
的
協
力
を
進
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
専
門
的

領
域
の
働
き
を
全
う
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
告
げ
ら
れ
て
、「
久

山
療
育
園
の
療
育
」の
再
確
認
と
医

療
マ
イ
ン
ド
に
基
づ
く
生
命
の
尊

厳
を
支
え
る
こ
と
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活

の
質
・
生
命
の
質
・
人
生
の
質
）を

重
視
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

終
息
後
は
、
久
山
療
育
園
が
大

切
に
し
て
き
た
在
り
方（
創
立
理
念

堅
持
、
開
園
祭
、「
重
症
児
者
と
共

に
」あ
る
医
療
療
育
、
ク
リ
ス
マ

ス
等
の
諸
行
事
、
朝
礼
時
の
賛
美
、

友
の
会
と
の
協
働
・
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）が
再

開
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

「
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
」の
制
定

　

今
年
2
0
2
1
年（
令
和
３
年
）

６
月
11
日
に「
医
療
的
ケ
ア
児
支
援

法
」（
略
称
）が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
骨
子
は
、「
医
療
的
ケ
ア
児
の

支
援
に
関
す
る
保
健
、
医
療
、
福

祉
、
教
育
等
の
連
携
の
一
層
の
推

進
に
つ
い
て
」（
平
成
28
年
６
月
３

日
関
係
府
省
部
局
長
連
名
通
知
）を

地
方
公
共
団
体
等
に
発
出
し
、
連

携
体
制
の
構
築
を
推
進
す
る
こ
と
。

平
成
28
年
５
月
25
日
成
立
・
同
年

６
月
３
日
公
布
の「
障
害
者
の
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に

支
援
す
る
た
め
の
法
律
及
び
児
童

福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
に
対

し
、
医
療
的
ケ
ア
児
が
必
要
な
支

援
を
円
滑
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
等

の
各
関
連
分
野
の
支
援
を
行
う
機

関
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
た
め
の

体
制
整
備
に
関
す
る
努
力
義
務
を

規
定（
児
童
福
祉
法
第
56
条
の
６
第

２
項
）（
本
規
定
は
公
布
日
施
行
）

さ
れ
た
こ
と
等
で
す
。「
医
療
的
ケ

ア
児
」に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働

 「
創
立
45
周
年
の
今
を
考
え
る
」理

事
長
　
宮
　
﨑
　
信
　
義

理念と展望
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「
バ
プ
テ
ス
ト
社
会
福
祉
事
業
団
体
連
絡
協
議
会
理
事
会
」

理
事
長
　
宮
　
﨑
　
信
　
義

省「
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に
つ
い

て
の
課
題
と
方
向
性
」（
平
成
28
年

５
月
）に
も
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
重

症
心
身
障
害
児（
者
）に
つ
い
て
は

先
人
の
努
力
に
よ
っ
て「
医
療
的
ケ

ア
」が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他

の
病
児
や
障
害
児
に
つ
い
て
は
知

識
や
対
応
が
不
明
確
で
し
た
。
平

成
28
年
以
来
行
政
が
重
視
し
て
来

ら
れ
た「
医
療
的
ケ
ア
児
」は
、
重

症
心
身
障
害
が
約
70
％ 

重
症
心
身

障
害
以
外
の
医
療
的
ケ
ア
児
が
約

30
％
で
、
年
々
増
加
し
て
い
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す（
小
児
科
学
会

で
調
査
）。
障
害
や
疾
病
の
特
性
か

ら
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
の
連
携

が
必
要
と
さ
れ
、
改
正
児
童
福
祉

法
に
対
応
の
必
要
性
に
つ
い
て
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

再
び
申
し
上
げ
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
終
息
後
は
、

久
山
療
育
園
が
大
切
に
し
て
き
た

在
り
方（
創
立
理
念
堅
持
、
開
園

祭
、「
重
症
児
者
と
共
に
」あ
る
医

療
療
育
、
ク
リ
ス
マ
ス
等
の
諸
行

事
、
朝
礼
時
の
賛
美
、
ミ
ッ
ト
レ
ー

ベ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
協
働
・

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
）が
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

　

ま
た
糸
賀
一
雄
先
生
が
残
し
た

「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」と
い
う

言
葉
を
想
起
し
つ
つ
、
障
害
者
の

生
命
の
尊
さ
と
輝
き
を
大
切
に
し

て
参
り
た
い
と
願
い
ま
す
。
創
立

45
周
年
を
迎
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
で
は
重
症
心

身
障
害
児（
者
）や
ご
家
族
、
職
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
地
域
の

方
々
を
御
守
り
で
き
る
こ
と
を
主

眼
と
し
つ
つ
、
創
立
50
年
に
向
け

て
創
立
理
念
の
継
承
・
実
現
を
心

掛
け
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
バ
プ
テ
ス
ト
社
会
福
祉
事
業

団
体
連
絡
協
議
会
」（
バ
福
協
）は
、

第
１
回
研
修
会
が
1
9
8
4
年

８
月
３
～
４
日
に
神
戸
市
で
バ
プ

テ
ス
ト
め
ぐ
み
会（
バ
プ
テ
ス
ト
・

ホ
ー
ム
）が
担
当
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
以
来
37
年
間
の
歴
史
を
経

て
、
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
に
所

属
す
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
事

業
に
従
事
す
る
法
人
の
連
絡
協
議

や
職
員
研
修
会
が
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
職
員
研
修

会（
８
月
第
１
週
の
月
曜
日
～
火
曜

日
）は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
た
め
に
2
0
2
0
年
に
続
い

て
2
0
2
1
年
も
中
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
3
年
３
月
４
日
の
理
事

会
で
改
定
さ
れ
た「
バ
プ
テ
ス
ト
社

会
福
祉
事
業
団
体
連
絡
協
議
会
規

約
」で
は
以
下
の
よ
う
に
目
的
や
意

義
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。（
目
的
）

第
３
条　

本
会
は
、
日
本
バ
プ
テ

ス
ト
連
盟
に
関
係
し
、
社
会
福
祉

の
法
人
格
を
有
し
、
社
会
福
祉
事

業
を
行
っ
て
い
る
諸
国
体
の
親
陸
、

情
報
交
換
、
事
業
運
営
等
の
啓
蒙

と
充
実
を
図
る
と
と
も
に
宗
教
法

人
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
並
び
に

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
宣
教
団
等
と
の

折
衝
の
窓
口
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。（
事
業
）第
４
条　

本
会

は
、
前
条
の
目
的
達
成
の
た
め
に

次
の
事
業
を
行
う
。
①
情
報
の
交

換
、
②
講
習
会
、
研
修
会
、
研
究

会
等
の
実
施
及
び
斡
旋
、
③
そ
の

他
、
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な

事
業　

等
で
し
た
。

2
0
2
1
年
３
月
11
日
・
Z
O
O
M

会
議

　

Z
O
O
M
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
で
し
た
が
、
37
年
間
の
歴
史

を
継
承
す
る
意
味
で
大
切
な
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
事
務

局
を
担
当
し
て
下
さ
る「
キ
リ
ス
ト

者
奉
仕
会
」、
叶
義
文
理
事
長
を

始
め
と
す
る
法
人
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
参
加
し
た
法
人

は
、
北
か
ら
バ
プ
テ
ス
ト
め
ぐ
み

会（
北
白
川
保
育
園
・
バ
プ
テ
ス
ト

ホ
ー
ム
）、
バ
プ
テ
ス
ト
心
身
障
害

児（
者
）を
守
る
会（
久
山
療
育
園
）、

キ
リ
ス
ト
者
奉
仕
会（
大
牟
田
恵
愛

園
・
恵
愛
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
・
障

害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ハ
ー

ツ
」）の
３
法
人
９
名
で
し
た
。
協

議
事
項
は
、
①
前
回
理
事
会
報
告
、

②
2
0
2
1
年
度『
第
37
回
夏
期

職
員
研
修
会
』に
つ
い
て
、
担
当

法
人
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
は
困

難
と
の
報
告
が
あ
り
研
修
会
は
中

止
と
決
議
さ
れ
た
、
③
2
0
2
1

年
度
は
延
期
し
、
2
0
2
2
年
度

は
相
愛
会
が
担
当
し
開
催
す
る
予

定
で
進
め
る
こ
と
に
決
定
、
④
各

法
人
の
状
況
報
告
、
⑤
会
計
報
告
、

⑥
2
0
2
1
年
度
バ
プ
テ
ス
ト
福

祉
デ
ー
に
つ
い
て（
担
当
法
人
は
、

バ
プ
テ
ス
ト
め
ぐ
み
会
）。

2
0
2
1
年
８
月
３
日
・
Z
O
O
M

会
議

　

バ
プ
テ
ス
ト
社
会
福
祉
事
業

団
体
連
絡
協
議
会（
バ
福
協
）理

事
会
が
2
0
2
1
年
３
月
11
日

（
月
）に
続
い
て
8
月
３
日（
火
）に

Z
O
O
M
会
議
方
式
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
法
人
は
、
北
か

ら
バ
プ
テ
ス
ト
め
ぐ
み
会（
北
白
川

保
育
園
・
バ
プ
テ
ス
ト
ホ
ー
ム
）、

し
ん
も
り
福
祉
会
、
バ
プ
テ
ス
ト

心
身
障
害
児（
者
）を
守
る
会（
久
山

療
育
園
）、
キ
リ
ス
ト
者
奉
仕
会（
大

牟
田
恵
愛
園
・
恵
愛
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
・
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ハ
ー
ツ
」）の
９
名
で
し
た
。
欠
席

さ
れ
た
法
人
は
、
相
愛
会
、
福
岡

白
百
合
会
で
す
。
通
常
は
、
バ
プ
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■
風
邪（
感
冒
）

　

今
回
は
気
管
支
と
鼻
の
お
話
で

す
。
気
管
支
と
鼻
と
い
う
と
、
息

を
吸
っ
た
り
吐
い
た
り
す
る
点
で

は
共
通
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

一
見
別
物
の
よ
う
な
感
じ
を
お
持

ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も

こ
の
2
つ
に
は
、
さ
ら
に
思
っ
た

以
上
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で

す
。
大
部
分
の
皆
さ
ん
は
風
邪
を

経
験
し
ま
す
よ
ね
。
風
邪
の
症
状

に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
鼻
水

や
鼻
づ
ま
り
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
鼻

か
ぜ（
鼻
炎
）、
の
ど
が
痛
く
な
っ

た
り
、
声
が
か
す
れ
る
な
ど
の
の

ど
風
邪（
咽
頭
炎
、
喉
頭
炎
）、
そ

し
て
咳
や
痰
が
出
る
気
管
支
炎
の

症
状
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
、

ま
た
は
一
緒
に
、
あ
る
い
は
段
階

的
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

か
ら
だ
の
だ
る
さ
、
発
熱
、
食
欲

の
低
下
な
ど
、
全
身
の
症
状
を
伴

う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
風
邪
、
い
わ
ゆ
る

感
冒
の
多
く
は
ウ
イ
ル
ス
が
鼻
や

の
ど
、
気
管
支
に
感
染（
か
ぜ
ウ
イ

ル
ス
と
呼
ば
れ
ま
す
）し
て
、
症
状

を
も
た
ら
し
ま
す
。

■
気
管
支
と
鼻
の
構
造

　

の
ど
の
奥
の
喉
頭
、
咽
頭
と
呼

ば
れ
る
場
所
ま
で
を
上
気
道
、
気

管
か
ら
下
部
の
気
管
支
や
細
い
気

管
支
を
下
気
道
と
呼
び
ま
す
。
鼻

は
鼻
腔
と
副
鼻
腔
と
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
鼻
腔（
び
く
う
）

は
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
り
ま
す
ね
。

で
も
副
鼻
腔
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

鼻
の
周
り
に
空
洞
が
い
く
つ
か
あ

る
の
が
副
鼻
腔
で
す
。
片
側
に
4

個
ず
つ
、
合
わ
せ
て
8
個
の
空
洞

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前
頭
洞（
ぜ
ん

と
う
ど
う
）、
篩
骨
洞（
し
こ
つ
ど

う
）、
上
顎
洞（
じ
ょ
う
が
く
ど
う
）、

蝶
形
骨
洞（
ち
ょ
う
け
い
こ
つ
ど

う
）と
呼
ば
れ
ま
す
。
空
洞
が
頭
に

あ
る
と
頭
の
重
み
が
軽
く
な
り
首

へ
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
頭
に
何
か
が
ぶ
つ
か
っ
た
時

の
衝
撃
も
軽
く
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
声
を
響
か
せ
る
、
共
鳴
さ

せ
る
働
き
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
換
気
、
つ
ま
り
私
た
ち
が

呼
吸
を
す
る
と
き
の
空
気
の
入
れ

替
え
に
か
か
わ
る
ほ
か
、
こ
れ
ら

の
空
洞
の
内
面
は
せ
ん
毛
と
呼
ば

れ
る
細
か
い
毛
が
た
く
さ
ん
生
え

た
細
胞
で
お
お
わ
れ
て
お
り
、
入

っ
て
き
た
異
物
を
排
除
す
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。

■
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と
気
管
支

喘
息

　

私
が
専
門
と
す
る
気
管
支
喘
息

で
も
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
を
一

緒
に
合
併
す
る
人
が
、
わ
が
国
で

は
60
～
70
％
近
く
い
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
鼻
の
粘
膜
と
気
管

支
の
粘
膜
は
と
て
も
性
質
が
似
て

お
り
、
し
た
が
っ
て
ア
レ
ル
ギ
ー

の
炎
症
が
双
方
に
共
通
し
て
起

こ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を「O

ne airw
ay , one 

disease

」と
い
い
ま
す
。某
国
の「
一

帯
一
路（O

ne belt, one road

）」に

似
た
表
現
で
す
が
、
政
策
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
空
気
の
通
る
道
筋
に

は
共
通
の
病
気
が
生
じ
う
る
、
と

い
う
意
味
で
す
。
喘
息
は
ア
レ
ル

ギ
ー
だ
け
で
起
こ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
好
酸
球
と
い
う
白

血
球
が
粘
膜
に
炎
症
を
も
た
ら
す

も
の
で
、
こ
の
点
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
と
一
致
し
ま
す
。
好
酸
球
に

よ
る
炎
症
に
対
す
る
治
療
は
、
局

所
へ
の
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
投
与
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に
対
し
て
は

「
気
管
支
と
鼻
の
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
」

セ
ン
タ
ー
長
／
理
事
　
岩
　
永
　
知
　
秋

人のからだと病気

テ
ス
ト
社
会
福
祉
事
業
団
体
の
職

員
研
修
の
際
に
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

為
、
2
0
2
0
年
に
続
い
て
２
年

連
続
で
研
修
会
は
開
催
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

協
議
さ
れ
た
議
案
は
、
①
前
回

理
事
会
議
事
録
承
認
に
関
す
る

件
、
②
第
37
回
2
0
2
1
年
度

研
修
会
に
つ
い
て（
2
0
2
2
年

に
延
期
）、
③
各
法
人
の
状
況
報

告
、
④
2
0
2
0
年
度
年
会
費

（
1
0,
0
0
0
円
/
年
）、
⑤

2
0
2
2
年
度「
バ
プ
テ
ス
ト
福
祉

デ
ー
」ポ
ス
タ
ー
の
担
当
法
人（
相

愛
会
）。

お
わ
り
に

　

キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
事
業
は
、

世
界
的
に
は
中
世
以
前
か
ら
修
道

院
に
お
い
て
医
療
や
教
育
と
共
に

実
施
さ
れ
て
き
た
先
駆
的
な
聖
務

と
し
て
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
派
で
も
、
社

会
福
祉
事
業
は
継
承
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
に
所

属
す
る
社
会
福
祉
事
業
団
体
６
法

人（
保
育
福
祉
・
障
害
児
者
福
祉
・

高
齢
者
福
祉
）も
、
キ
リ
ス
ト
の
福

音（
ふ
く
い
ん
＝
喜
ば
し
い
知
ら

せ
）を
土
台
と
し
て
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
事
業
を

導
く
聖
句
と
し
て
、
次
の
言
葉

を
お
示
し
し
ま
す
。

　
「
は
っ
き
り
言
っ
て
お
く
。

わ
た
し
の
兄
弟
で
あ
る
こ
の
最

も
小
さ
い
者
の
一
人
に
し
た
の

は
、
わ
た
し
に
し
て
く
れ
た
こ

と
な
の
で
あ
る
。」（
マ
タ
イ
に

よ
る
福
音
書
25
章
40
節
）、「
互

い
に
愛
し
合
い
な
さ
い
。
わ
た

し
が
あ
な
た
が
た
を
愛
し
た
よ

う
に
、
あ
な
た
が
た
も
互
い

に
愛
し
合
い
な
さ
い
。」（
ヨ

ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
13
章
34

節
）、「
喜
ぶ
人
と
共
に
喜
び
、

泣
く
人
と
共
に
泣
き
な
さ
い
。」

（
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
12

章
15
節
）。
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ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
点
鼻
、
な
い
し

他
の
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
の
投
与
、

喘
息
に
対
し
て
は
吸
入
ス
テ
ロ
イ

ド
薬
が
治
療
の
柱
と
な
り
ま
す
。

■
副
鼻
腔
気
管
支
症
候
群

　

副
鼻
腔
と
気
管
支
に
起
こ
る
共

通
の
炎
症
を「
副
鼻
腔
気
管
支
症
候

群
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は

ア
レ
ル
ギ
ー
で
は
な
く
、
慢
性
の

細
菌
感
染
症
の
性
質
を
持
っ
て
い

ま
す
。
膿
性
鼻
汁（
黄
色
い
鼻
水
）、

鼻
づ
ま
り
な
ど
を
伴
い
、
一
般
に

は「
蓄
膿
症
」と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
、
咳
、
痰
、
呼
吸

困
難
な
ど
の
気
管
支
の
症
状
が
加

わ
り
ま
す
。
こ
の
炎
症
に
は
白
血

球
の
う
ち
好
中
球
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
関
与
し
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
気
管
支
は
気
管
か
ら

肺
に
至
る
ま
で
20
回
近
く
2
分
岐

し
ま
す
が
、
末
梢
、
つ
ま
り
肺
に

近
づ
く
に
つ
れ
て
細
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
気
管
支
拡
張
症
で
は
、

繰
り
返
す
炎
症
に
よ
っ
て
気
管
支

の
修
復
が
不
完
全
と
な
り
、
細
い

気
管
支
が
拡
張
し
て
し
ま
う
の
で

す
。
そ
し
て
こ
れ
は
副
鼻
腔
か
ら

流
れ
落
ち
る
膿
性
鼻
汁（
こ
れ
を
後

鼻
漏
と
い
い
ま
す
）が
、
気
管
支

に
流
れ
込
ん
で
炎
症
を
生
じ
ま
す
。

慢
性
副
鼻
腔
炎
と
慢
性
の
気
道
炎

症
と
が
合
併
し
た
も
の
を
、
副
鼻

腔
気
管
支
症
候
群
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
気
管
支
拡
張
症
で
は
半
数
近

く
に
慢
性
副
鼻
腔
炎
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　

わ
が
国
で
は
日
本
人
に
よ
り
発

見
、
命
名
さ
れ
た
び
ま
ん
性
汎
細

気
管
支
炎
が
有
名
で
す
。
難
し
い

名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
昔
は

日
本
に
も
一
定
程
度
の
患
者
さ
ん

が
い
ま
し
た
。
欧
米
に
は
基
本
的

に
な
い
病
気
で
、
わ
が
国
や
ア
ジ

ア
の
一
部
の
国
に
特
有
の
も
の
で

す
。
こ
の
病
気
は
エ
リ
ス
ロ
マ
イ

シ
ン
を
代
表
と
す
る
マ
ク
ロ
ラ
イ

ド
系
と
呼
ば
れ
る
抗
生
物
質
の
少

量
長
期
投
与
に
よ
り
そ
の
数
は
激

減
し
ま
し
た
。
こ
の
く
す
り
は
細

菌
を
や
っ
つ
け
る
作
用（
抗
菌
作

用
）で
は
な
く
、
気
管
支
粘
膜
で

の
免
疫
を
強
化
し
た
り
、
水
分
・

電
解
質
の
バ
ラ
ン
ス
に
作
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
効
果
を
も
た

ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

重
症
心
身
障
害
な
ど
嚥
下
機
能
に

問
題
が
生
じ
、
誤
嚥
が
起
こ
る
状

況
で
は
、
微
小
誤
嚥
で
起
こ
る
び

ま
ん
性
嚥
下
性
細
気
管
支
炎
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
病
態
に
も
一
定

程
度
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎（
指
定
難
病

3
0
6
）

　

最
近
増
加
し
て
い
る
難
治
性
の

副
鼻
腔
炎
で
、
今
の
ト
ピ
ッ
ク
で

す
。
主
と
し
て
篩
骨
洞（
目
と
目
の

間
の
と
こ
ろ
）と
呼
ば
れ
る
副
鼻
腔

に
病
変
が
起
こ
り
ま
す
。
喘
息
と

の
合
併
が
多
く
、
副
鼻
腔
粘
膜
や

ポ
リ
ー
プ（
鼻
茸《
は
な
た
け
》と
呼

ば
れ
ま
す
）に
好
酸
球
と
い
う
白
血

球
の
一
種
が
浸
潤
し
ま
す
。
こ
れ

も「O
ne airw

ay, one disease

」の

一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
起
こ
っ

て
い
る
の
は
ア
レ
ル
ギ
ー
性
炎
症

で
す
。
鼻
茸
は
水
膨
れ
の
よ
う
な

袋
が
い
く
つ
も
鼻
の
中
に
で
き
て
、

充
満
し
て
い
く
も
の
で
す
。
鼻
汁
、

鼻
閉
と
と
も
に
嗅
覚
障
害（
に
お
い

が
し
な
い
）が
特
徴
で
す
。
喘
息

患
者
の
50
％
程
度
に
好
酸
球
性
副

鼻
腔
炎
が
合
併
し
、
慢
性
副
鼻
腔

炎
の
20
％
程
度
に
喘
息
が
合
併
し

ま
す
。
ま
た
、
ア
ス
ピ
リ
ン
不
耐

症
と
呼
ば
れ
る
、
ア
ス
ピ
リ
ン
な

ど
の
解
熱
鎮
痛
剤
で
強
い
喘
息
発

作
を
起
こ
す
も
の
も
、
こ
の
鼻
茸

が
合
併
す
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ

ま
す
。
こ
の
場
合
の
喘
息
も
重
症
、

つ
ま
り
治
療
抵
抗
性
の
喘
息
で
す
。

わ
が
国
に
は
2
万
人
ほ
ど
の
患
者

さ
ん
が
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て

お
り
、
最
近
、
難
病
の
一
つ
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
レ
ル
ギ

ー
性
炎
症
は
耳
に
も
慢
性
中
耳
炎

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す（
好
酸

球
性
中
耳
炎
）。

■
お
ま
け
の
話
：
留
学
こ
ぼ
れ
噺

　

卒
業
後
医
師
に
な
っ
て
5
年
後

の
1
9
8
5
年
か
ら
2
年
3
か
月

間
、
私
は
米
国
に
留
学
し
ま
し
た
。

留
学
し
た
ら
苦
労
す
る
の
が
語
学
。

先
輩
か
ら
聞
い
た
、
あ
る
医
師
の

体
験
談
。
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た

際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
車
で
田

舎
道
を
走
っ
て
い
た
ら
迷
っ
て
し

ま
い
、
い
つ
の
間
に
か
夜
に
な
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
あ
た
り
は
山

の
中
で
真
っ
暗
、
人
家
も
な
く
困

っ
て
い
る
と
、
や
っ
と
一
軒
の

家
の
光
が
ぽ
つ
ん
と
見
え
ま
し
た
。

地
獄
に
仏
、
と
は
こ
の
こ
と
。
早

速
車
を
そ
の
家
の
前
に
止
め
、
家

の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
ま
し
た
。「
ヘ

ル
プ
ミ
ー
」と
簡
単
に
言
え
ば
よ

か
っ
た
も
の
を
、
つ
い
教
養
と
日

本
人
の
プ
ラ
イ
ド（
言
葉
は
文
章
に

し
な
く
ち
ゃ
、
と
思
っ
た
の
で
す
）

が
湧
い
て
き
て
、
口
を
つ
い
て
出

て
き
た
言
葉
は
？
「Can I help 

you?

」（
お
助
け
し
ま
し
ょ
う
か
？

何
か
ご
用
で
す
か
？
）。
で
も
、
本

当
に
言
い
た
か
っ
た
の
は
？
そ
う

で
す
、「Can you help m

e?

」（
助

け
て
く
れ
ま
す
か
？
）だ
っ
た
の
で

す
。「
私
」と「
あ
な
た
」が
ひ
っ
く

り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
お
店
で
店
員
か
ら「Can I help 

you?

」と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
そ

れ
が
頭
の
中
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
ド
ア
を
開
け
て
く
れ
た
ア
メ

リ
カ
人
は
最
初
不
審
そ
う
な
、
そ

し
て
そ
の
後
恐
怖
に
引
き
つ
っ
た

よ
う
な
顔
を
し
て
、「N

o, thank 

you
！

」と
い
う
や
否
や
、
ド
ア

を
バ
タ
ン
と
閉
め
て
二
度
と
開
け

て
く
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
は

て
、
そ
の
あ
と
は
ど
う
な
っ
た
の

か
、
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
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苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
は
幸
い
で
あ

る
。彼
ら
は
慰
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

平
和
を
つ
く
り
出
す
人
達
は
幸
い
で

あ
る
。
彼
ら
は
神
の
子
と
呼
ば
れ
る

で
あ
ろ
う
。

（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
第
５
章
）

　

一
昨
年
秋
、
中
国
に
始
ま
っ
た
と

言
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
、
９
月

20
日
現
在
、日
本
で
約
１
７
０
万
人
、

世
界
で
約
２
億
８
千
万
人
、
死
者
は

日
本
で
約
１
万
７
千
人
、
世
界
で
は

何
と
５
０
０
万
人
近
く
の
人
の
生
命

が
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

の
対
応
を
巡
り
、
日
本
で
は
菅
政
権

が
崩
壊
し
た
が
、
世
界
で
も
直
接
間

接
的
に
大
小
国
の
政
権
離
脱
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
国
々
を
散
見
す
る
。

　

ぎ
す
ぎ
す
す
る
暗
い
世
の
中
に

あ
っ
て
、
ひ
と
頃
世
界
中
の
人
々
の

心
洗
わ
れ
、
明
る
い
思
い
に
導
か
れ

た
日
本
人
の
作
っ
た
歌
の
話
が
、
９

月
21
日
午
前
９
時
～
11
時
45
分
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ
で
放
映
さ
れ
た
。

　

物
語
は
、
１
９
６
０
年
前
後
、
Ａ

級
戦
犯
で
あ
っ
た
岸
信
介
氏
が
、
朝

鮮
戦
争
勃
発
を
機
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

指
令
に
よ
っ
て
釈
放
さ
れ
て
自
民
党

総
裁
と
な
り
、
多
く
の
猛
反
対
を

藤田　英彦

押
し
切
っ
て「
日
米
安
保
条
約
批
准
」を

強
行
。
こ
れ
に
反
対
す
る
デ
モ
で
、
国

会
突
入
の
東
大
生
、
樺
美
智
子
さ
ん

が
、
機
動
隊
と
の
も
み
合
い
で
死
亡
す

る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
あ
り
、
そ

の
後
誕
生
し
た
池
田
勇
人
内
閣
の「
高

度
成
長
政
策
」に
よ
る
好
景
気
に
続
い

て
、
１
９
６
４
年
10
月
に
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
景
気
に
湧
い
た
が
、
一
方
で
は
岸

信
介
首
相
の
弟
、
佐
藤
栄
作
氏
が
首
相

就
任
。「
米
原
潜
・
佐
世
保
入
港
反
対

デ
モ
」、
佐
藤
首
相
が
日
米
安
保
条
約
批

准
の
た
め
に
訪
米
す
る
事
を
阻
止
す
る

た
め
の
、
羽
田
空
港
大
規
模
デ
モ
や
ベ

ト
ナ
ム
反
戦
の
デ
モ
が
、
毎
日
の
よ
う

に
続
い
て
い
た
頃
に
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

主
事
の
青
年
が
、
単
身
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

遣
わ
さ
れ
、
先
の
第
二
次
大
戦(

大
東

亜
戦
争)

に
於
い
て
、
日
本
の
軍
隊
が
、

ア
ジ
ア
の
市
民（
特
に
子
ど
も
た
ち
）に

行
っ
た
悲
惨
な
行
為
に
対
す
る「
戦
争
責

任
」と
い
う
よ
り
具
体
的
な「
戦
後
責
任
」

を
果
た
そ
う
と
し
て
苦
闘
し
た
姿
が
映

し
出
さ
れ
た
。

　

彼
は
、
単
身
フ
ィ
リ
ピ
ン
ル
ソ
ン
島

に
渡
り
、
ル
ン
ナ
小
学
校
近
く
の
荒
野

を
拓
い
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
を
作
る
こ
と
を
託
さ
れ
る
。
始
め
は

珍
し
が
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
の
開
放
的

な
明
る
い
性
格
は
、
現
地
の
子
ど
も
達

の
心
を
打
ち
解
け
さ
せ
て
、
遠
巻
き
に

囲
ん
で
い
た
子
ど
も
達
が
だ
ん
だ
ん
近

寄
っ
て
き
て
草
抜
き
を
手
伝
う
よ
う
に

な
る
。
更
に
親
し
み
の
し
る
し
と
し
て
、

戦
争
中
に
親
が
日
本
兵
か
ら
教
え
ら
れ

た
日
本
語
の
片
言
の「
戦
時
中
の
国
民
歌

謡
」を
歌
い
出
し
た
。
彼
は
驚
い
て「
こ

の
歌
は
戦
争
中
に
、
日
本
軍
が
勝
つ
よ

う
に
、
と
歌
っ
た
歌
だ
か
ら
止
め
て
欲

し
い
」と
懇
願
。
白
け
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

子
ど
も
た
ち
の
大
写
し
の
顔
の
後
、
次

に
登
場
し
た
ル
ア
ダ
と
い
う
青
年
が
そ

れ
迄
も
決
し
て
彼
ら
の
親
し
そ
う
な
交

わ
り
に
参
加
せ
ず
、
遠
く
で
冷
た
い
顔

を
し
て
い
た
が
、
つ
い
に「
俺
の
家
族
は
、

戦
争
中
に
日
本
兵
に
皆
殺
し
に
さ
れ

た
。」と
叫
ん
で
取
っ
組
み
合
い
に
な
っ

た
。

　

そ
の
後
、
そ
の
青
年
が
握
っ
て
い
た

血
で
汚
れ
た
写
真
が
青
年
の
家
族
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
何
度
も
謝
り
に
行
く

が
会
っ
て
も
ら
え
ず
、
そ
の
時
を
機
に

村
の
若
者
た
ち
も
遠
ざ
か
る
よ
う
に
な

る
。

　

私
も「
中
国
で
平
和
に
過
ご
し
て
い

た
村
に
、
日
本
軍
の
兵
隊
が
突
然
や
っ

て
来
て
、
よ
く
調
べ
も
せ
ず
に
、
ス
パ

イ
活
動
を
し
て
い
る
と
し
て
容
疑
者
の

家
族
全
員
を
見
せ
し
め
と
称
し
て
広
場

に
連
れ
出
し
、
村
人
た
ち
の
面
前
で
平

然
と
銃
で
撃
ち
殺
し
た
り
、
日
本
刀
で

切
り
捨
て
た
り
し
て
い
た
。」と
い
う
話

を
聴
い
て
い
た
が
、
そ
の
事
実
を
目
前

に
し
て
茫
然
と
し
た
彼
は
、
自
分
で
は

な
い
が「
贖
罪
」の
意
を
込
め
て
、
猛
然

と
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
土
地
を
馴
ら
し
、

鎌
を
使
っ
て
茂
っ
た
草
を
刈
る
作
業
を

始
め
た
。
然
し
、
そ
れ
で
も
下
の
青
年

は
許
そ
う
と
し
な
い
。
そ
の
う
ち
、
草

刈
鎌
が
大
き
な
石
に
当
た
っ
て
持
ち
手

が
お
れ
て
、
剣
先
が
掌
に
突
き
刺
さ
り

怪
我
を
す
る
が
ひ
る
ま
ず
彼
は
シ
ャ
ツ

を
割
い
て
縛
り
な
が
ら
作
業
を
続
け
た
。

更
に
彼
は
軍
手
を
付
け
、
荒
れ
地
の
草

を
む
し
っ
た
。
村
の
若
者
た
ち
は
最
初

は
遠
く
囲
ん
で
み
て
い
た
が
、
一
人
、

二
人
と
参
加
し
て
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら

道
具
を
使
っ
て
土
地
を
固
め
て
よ
う
や

く
一
面
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
が
出
来

あ
が
っ
た
。

　

そ
の
最
後
の
段
階
で
陰
で
見
て
い
た

例
の
青
年
が
現
れ
主
人
公
と
握
手
し
抱

き
合
い
お
互
い
の
肩
を
叩
き
、
祝
福
し

合
っ
て
共
に
作
業
を
始
め
た
が
、
そ
の

光
景
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
カ
メ
ラ
が
捉
え
描
写

し
て
お
り
感
激
し
た
。

　

加
え
て
、
作
業
が
終
わ
っ
て
夕
べ
に

主
人
公
の
青
年
は
、
ピ
ア
ノ
を
模
索
し

な
が
ら
叩
い
て
お
り
、
注
意
し
て
よ
く

聞
く
と「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」の

曲
だ
。
後
に
歌
手
の
坂
本
九
が
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
歌
い
、
全
世
界
に
翻
訳

さ
れ
て
世
界
で
愛
さ
れ
る
歌
に
な
る
ま

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
偶
然
見
た
の
で
ご

紹
介
し
た
。

　

こ
の
当
時
の
青
年
は
、
木
村
利
人
さ

ん
と
い
う
名
前
で
、
現
在
82
歳
に
な
ら

れ
る
が
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
特
任
教

授
と
し
て
人
間
の
成
長
徳
育
関
係
で
教

鞭
を
取
っ
て
お
ら
れ
、
お
若
い
頃
に
は

神
戸
を
中
心
と
し
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
関
西
方

面
で
、
特
に
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
友
好
関

係
に
つ
い
て
優
れ
た
お
働
き
を
さ
れ
、

50
代
の
頃
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
滞
在
し
国

連
の
人
権
関
係
の
働
き
を
も
さ
れ
た
と

聞
く
。

　

私
も
東
京
恵
泉
教
会
牧
師
の
頃
、

Ｎ
Ｃ
Ｃ（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
）

に
関
わ
り
、
関
西
若
手
の
リ
ー
ダ
ー

の
木
村
さ
ん
と
、
集
会
等
で
お
会
い

し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

ま
た
私
の
西
南
時
代
の
同
級
の
友

人
、
戸
上
信
義
宣
教
師
が
ブ
ラ
ル
活

動
16
年
を
期
し
て
退
任
す
る
こ
と
に

な
り
、連
盟
理
事
会
か
ら
命
じ
ら
れ
、

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
を
大
法
と
し

て
、
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
の
バ
プ
テ
ス
ト

連
盟
に
挨
拶
に
行
き
、
公
式
行
事
が

終
わ
っ
た
後
で
戸
上
君
に
誘
わ
れ
、

イ
グ
ワ
ス
の
大
滝
を
見
て
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
に
行
き（
も
ち
ろ
ん
自
費
で
）ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
対
岸
が
見
え
な

い
ほ
ど
の
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
大
河
畔
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
っ
て
注
文
す
る
前

に「
ハ
ポ
ン
？
」と
聞
か
れ
、
頷
く
と

暫
く
し
て
レ
ジ
の
ボ
ー
イ
が
素
晴

ら
し
い
テ
ナ
ー
で
歌
い
出
し
た
。
続

い
て
シ
ェ
フ
と
お
ぼ
し
き
男
性
が
現

れ
、
堂
々
た
る
バ
リ
ト
ン
で
そ
の
歌

に
和
し
て
歌
い
始
め
た
。
そ
の
歌
は

よ
く
聞
く
と
タ
ン
ゴ
で
は
な
く
、「
幸

せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」で
は
な
い

か
。
こ
れ
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

で
あ
る
。

　

そ
の
木
村
利
人
さ
ん
が
、
Ｎ
Ｋ
Ｈ

の
テ
レ
ビ
に
向
か
っ
て「
ど
ん
な
理

不
尽
な
、
困
難
な
状
態
で
生
ま
れ
て

も
、
愛
し
合
う
希
望
に
生
き
れ
ば
、

幸
せ
に
な
れ
る
」と
語
っ
て
い
た
。
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 ◇送り先・問い合わせ　
▷　〒 814-0015　福岡市早良区室見２丁目 11-22 西南学院神学寮 101
　　　田中敦子（運営委員：会計）０９０- ５９２０- １４８３
 maranatha2013css@gmail.com

＊エプロンは１枚ずつでも、ゆっくりでも結構です。縫ってお送り頂けますとたいへん助かります！！
＊縫うのがむずかしい場合は、色柄のフェイスタオル（新品）だけでもお送り頂けますと幸いです！！

（レターパックや宅配便で下記まで※）

久山療育園を支援する
「エプロン · プロジェクト」ご協力のお願い

ミットレーベン
・ネットワークからのお知らせ

　皆様、長引くコロナ禍の中、いかがお過ごしでしょうか。私たち重症児者と共に生きる「ミットレ
ーベン・ネットワーク」の活動も、昨年に続いて街頭募金やワークキャンプも中止の状態です。久山
療育園でも感染状況に応じた予防対策を行っていますが、フィジカルディスタンス (WHO) によっ
てボランティア受け入れに制約が生じ、職員の方々の負担も大きくなっており、疲れが出ていない
か心配です。
　そんな中でも、何か協力できることはないかとお尋ねしたら、食事の際に利用者さんが使用する

「エプロン」などが不足しているとのことでした。そこで、「ミットレーベン・ネットワーク」では、
フェイスタオル（新品）の献品、あるいはエプロンの製作を呼びかけることにしました。どうぞご協
力をよろしくお願い申し上げます！！

およそ 100名の利用者さんが、
洗濯しながら毎日使われます。
何枚あっても大助かりです !!
ご協力のほどよろしく
お願いいたします♡
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城
崎
仁
郎
先
生
の
思
い
出

　

６
月
30
日
に
城
崎
先
生
の
訃
報
が
旧
職
員

か
ら
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

城
崎
先
生
は
私
が
久
山
に
入
職
し
た
昭
和

60
年
か
ら
園
長
先
生
を
務
め
ら
れ
平
成
６
年

３
月
に
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
整
形
外
科
医
で

豪
快
な
面
が
あ
り
紙
カ
ル
テ
に
記
録
さ
れ
る

と
き
は
と
て
も
大
き
な
字
で
記
録
さ
れ
職
員

が
戸
惑
う
面
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
利
用
者

に
は
優
し
く
い
つ
も
笑
顔
で
接
せ
ら
れ
、
手

を
引
い
て
歩
い
た
り
、
時
に
は
初
代
看
護
部

長
と
２
人
で
バ
リ
カ
ン
を
持
ち
利
用
者
の
散

髪
を
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
男
性
職
員
だ
け

の
飲
み
会
や
、
職
員
の
親
睦
の
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
な
ど
も
快
く
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
が
好
き
で
何
か
あ
る
と
す
ぐ
写
真
を

撮
ら
れ
皆
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
け
し
を
収
集
さ
れ
て
い
て
久
山
を

辞
め
ら
れ
る
と
き
に
は
す
べ
て
の
職
員
に
こ

け
し
を
配
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。

 

あ
る
時
、
突
然
私
に
久
山
で
の
骨
折
の
症
例

を
集
め
な
さ
い
と
言
わ
れ
、
別
府
で
あ
っ
た
学

会
で
発
表
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
会
場
で
だ
れ
が
一
番
に

骨
折
を
発
見
し
て
い
ま
す
か
と
質
問
が
あ
り

そ
の
時
私
が
、「
ス
タ
ッ
フ
で
す
」と
答
え
た
こ

と
を
褒
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

先
生
の
１
０
０
歳
の
誕
生
日
に
何
人
か
の

職
員
で
お
祝
い
に
行
き
ま
し
た
。
葬
儀
に
は
参

列
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
頂
い
た
こ
け
し
や
当

時
の
研
修
で
使
っ
た
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
を
見

る
と
先
生
を
思
い
出
し
ま
す
。

45
年
の
あ
し
あ
と

看
護
部
長
／
吉
本
法
生

著書「だめでもともと」
扉写真

ぎゃらりぃ
　コロナの毎日でも、園内の廊下や壁には、しっ
かりと季節を感じさせてくれる、利用者さんの元
気な活動の足あとがたくさん！どれもダイナミ
ックでアーティスティックで私たち職員も励ま
されています。なかなか外部からご来園頂けない
中、その一例をご紹介します。しばしお楽しみく
ださいね。（12P「通所でがんばっています」でも
詳しくご紹介しています。）
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【
７
月
】

▽
７
日　

七
夕
行
事　

▽
12
日　

臨
時
感
染
対
策
委

員
会
、久
原
財
産
区
訪
問　

▽
13
日
～
14
日　

夏
祭
り

▽
15
日　

救
急
蘇
生
法
研
修　

▽
20
日　

福
岡
特
別

支
援
学
校
終
業
式　

▽
30
日　

誕
生
会

【
８
月
】

▽
３
日　

バ
プ
テ
ス
ト
社
会
福
祉
事
業
団
連
絡
協
議
会

（
Z
o
o
m
）　

▽
11
日　

臨
時
感
染
対
策
委
員
会

▽
20
日　

誕
生
会　

▽
27
日　

第
３
回
理
事
会

【
９
月
】

▽
１
日　

福
岡
特
別
支
援
学
校
始
業
式

▽
７
日　

認
定
看
護
師
研
修
運
営
会
議（
Z
o
o
m
）

▽
９
日　

看
護
師
コ
ー
ス
研
修
会（
Z
o
o
m
）

▽
10
日　

誕
生
会　

▽
13
日　

臨
時
感
染
対
策
委
員

会　

▽
17
日　

な
な
い
ろ
の
会（
敬
老
の
お
祝
い
）

▽
24
日　

第
45
回
開
園
祭
感
謝
礼
拝　

▽
27
日　

九

州
４
地
方
連
合
連
絡
協
議
会（
Z
o
o
m
）　

メ　

モ　

帳

（
２
０
２
1
／
７
／
１
～
９
／
30
）

【
採　

用
】　

▽
柴
田
玲
子(

保
育
補
助
） 

８
／
１
付

 

　

▽
小
長　

恵（
看
護
師
）　

８
／
10
付

 

　

▽
宜
保
深
里（
看
護
師
）　

９
／
１
付

【
退　

職
】　

▽
内
倉
明
日
香（
看
護
師
）７
／
５
付

 

　

▽
近
藤
美
香（
看
護
師
）　

８
／
31
付

 

　

▽
猿
渡
美
緒（
看
護
師
）　

９
／
30
付 

　

職
員
の
異
動

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た（

２
０
２
1
年
6
月
１
日
～
８
月
31
日
）
敬
称
略

　12月15日予定の「入所クリスマス」、同じく16日予定の「久山療育園クリ
スマス（燭火礼拝・ 聖歌隊）」については、現在その実施と開催形式につい
て検討中です。
　大変恐れ入りますが、ご案内までしばらくお待ちくださいませ。
　なお、通所クリスマスについては、通常の活動の中で曜日ごとに実施す
る予定です。

2021年度 クリスマスについて

【
法
人
】

　

一
般
献
金　
　
　
　
　
　
　
　

安
部
聖
子
、
飯
田
節
子
、
磯
嵜
佳
果
、
堺

太
郎
、
堤
秀
幸
、
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟

恵
キ
リ
ス
ト
教
会
、延
岡
キ
リ
ス
ト
教
会
、

早
川
寛
、
伴
敦
子
、
久
山
療
育
園
手
作
品

売
上
、
平
川
博
・
成
、
豊
前
キ
リ
ス
ト
教

会
、
宮
内
千
鶴
子
、
山
口
正
夫
、
山
田
俊

介
、
匿
名（

以
上
３
，
１
４
８
，
８
５
０
円
）

【
重
症
者
ホ
ー
ム
】

　

一
般
献
金　
　
　
　
　
　
　
　

自
動
販
売
機
売
上
献
金
、
井
手
伸
昌
、
久

山
療
育
園
献
金
箱
、
又
野
洋
子
、
守
田
孝

子

（
以
上
１
５
４
，
１
３
５
円
）

【
施
設
】

　

一
般
献
金　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
節
子
・
由
美
、寺
床
亜
沙
美
、林
俊
明
、

ひ
か
り
棟
利
用
者
一
同
、
久
山
療
育
園
保

護
者
会
、
福
岡
南
教
会
婦
人
会
、
松
尾
貴

光
、
め
ぐ
み
棟
利
用
者
一
同
、
山
本
三
佳

（
以
上
３
９
０
，
０
0
０
円
）

　

献
品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎
バ
プ
テ
ス
ト
教
会（
タ
オ
ル
エ
プ
ロ

ン
）、
九
州
納
豆
組
合
マ
ル
キ
ン
食
品
㈱

（
納
豆
）、鮫
島
經
男（
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
）、

戸
島
椙
子（
カ
ス
テ
ラ
）、
日
本
バ
プ
テ
ス

ト
連
盟
恵
キ
リ
ス
ト
教
会（
タ
オ
ル
エ
プ

ロ
ン
）、
秦
教
子（
紙
パ
ン
ツ
）、
林
香
代

美（
は
が
き
他
）、
久
山
療
育
園
保
護
者
会

（
お
し
ぼ
り
）、
平
川
成（
手
作
り
品
）、
福

岡
女
学
院
大
学
山
之
内
ゼ
ミ（
手
作
り
オ
ル
ゴ
ー
ル
）、
福
田

さ
と
み（
タ
オ
ル
）、
森
岡
智
恵
子（
枕
カ
バ
ー
他
）、
安
井
洋

子（
切
手
他
）、
山
口
久
美（
は
が
き
）、
山
口
英
明（
は
が
き
）、

山
口
正
夫（
は
が
き
）、山
﨑
和
樹（
は
が
き
）、芳
岡
勇（
帽
子
）、

匿
名（
梨
）

（
以
上
６
０
，
０
１
４
円
）

献金申込先
1.《郵送》
　社会福祉法人　バプテスト心身障害児（者）を守る会
　〒 811-2501　 福岡県糟屋郡久山町大字久原 1869
 久山療育園重症児者医療療育センター内

☎（092）976-2281 ㈹
2.《郵便振込》郵便振替【01720-8-24404】
 名義：バプテスト心身障害者を守る会
3.《銀行振込》西日本シティ銀行久山支店　普 71888
 名義：バプテスト心身障害児（者）を守る会
 　　　理事長　宮﨑信義
4.《ホームページ》
当センターホームページから、クレジットカードによる
寄付が可能となっています。「寄付金のお願い」より開
いて下さい。また、郵便局振込用紙もパソコン画面より
ダウンロードすることができますので御利用下さい。

個人、会社共に免税の対象になります。
メール：hisayama@hisayama-smid.jp
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世
間
で
は
、
コ
ロ
ナ
が
ま
だ
ま
だ
流
行
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
園
外
活
動
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
利
用
所
の
皆
さ

ん
の
楽
し
み
に
な
れ
ば
と
８
月
２
日
に
久
山

サ
ロ
ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
は
４
人

の
利
用
者
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
朝
か
ら
お
し
ゃ
れ

を
し
て
準
備
バ
ッ
チ
リ
で
す
。
何
か
あ
る
の

か
と
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

12
時
に
な
り
2
階
の
わ
か
す
ぎ
へ
出
発
で

す
！
わ
か
す
ぎ
へ
行
く
道
な
り
も
久
し
ぶ
り

に
病
棟
に
出
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
い
き
い

き
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
笑
い
な
が
ら
向
か

っ
て
い
る
利
用
者
さ
ん
も
い
ま
す
。

　

わ
か
す
ぎ
に
つ
く
と
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は

お
い
し
そ
う
な
お
弁
当
が
準
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
食
べ
た
く
て
手
を
伸
ば
し
た
り
、
じ
っ

と
お
弁
当
を
眺
め
た
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
で「
い
た
だ
き
ま
す
」の
挨
拶
を
し
て
食

　

2
0
1
5
年
か
ら
始
ま
っ
た
な
な
い
ろ

の
会
。
当
初
は
6
名
ほ
ど
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
メ
ン
バ
ー

も
増
え
、
今
回
2
0
2
1
年
の
祝
賀
会
で

10
名
を
超
え
る
方
々
が
な
な
い
ろ
会
の
メ

ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
な
な
い
ろ
の
会
は
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
、
ひ
か
り
棟
と
め
ぐ
み
棟
を
リ
モ

ー
ト
で
つ
な
ぎ
、
第
一
部
の
式
典
の
様
子
を

伝
え
あ
い
ま
し
た
。
リ
モ
ー
ト
で
の
式
典

は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
お
互
い
の

様
子
が
良
く
分
か
り
、
ど
ち
ら
の
病
棟
の

利
用
者
さ
ん
も
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
渡
さ
れ

る
と
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
る
姿
が
伝
わ
り

ま
し
た
。

　

第
一
部
の
式
典
の
後
は
、
第
二
部
と
し
て

各
病
棟
で
の
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

ひ
か
り
棟
で
は
今
年
、
晴
れ
て
な
な
い

ろ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
由
美
さ
ん

の
久
山
療
育
園
で
の
思
い
出
の
写
真
を
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
楽
し
み
ま
し
た
。
由
美

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
緒
に
写
っ
て

い
る
職
員
や
他
の
利
用
者
さ
ん
の
姿
に「
若

い
ね
ー
」と
病
棟
の
み
ん
な
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
由
美
さ
ん
は
写
真
を
見
る
う
ち

に
色
々
な
こ
と
を
思
い
出
し
た
の
か
、
少
し

う
る
う
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
後

は
病
棟
の
み
ん
な
か
ら
の「
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」と
い
う
声
に
と
っ
て
も
良
い
笑

顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

 　

今
年
の
な
な
い
ろ
の
会
の
テ
ー
マ
は「
つ

な
が
り
」と
の
こ
と
で
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
旗

に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
な
い

難
し
い
世
の
中
で
、
リ
モ
ー
ト
と
い
う
形
で

ひかり棟より
２
０
２
１
年
度
　
な
な
い
ろ
の
会

「
久
山
サ
ロ
ン
☆
」

事
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
ス
テ
ー
キ
弁
当
や
ハ

ン
バ
ー
グ
弁
当
・
唐
揚
げ
・
ポ
テ
ト
を
皆

さ
ん
お
い
し
そ
う
に
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ポ
テ
ト
や
唐
揚
げ
は
お
か
わ
り
も
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

 　

ご
飯
の
後
は
、
座
敷
の
部
屋
に
行
き
、

椅
子
か
ら
降
り
て
座
っ
た
り
・
寝
転
が
っ
た

り
と
皆
さ
ん
好
き
な
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
も
さ
れ
、
す
ご
く

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
お
や
つ
で
ケ
ー
キ
を
食
べ
ご
飯

も
し
っ
か
り
食
べ
た
後
で
し
た
が
、
ケ
ー
キ

も
残
す
こ
と
な
く
し
っ
か
り
と
食
べ
て
い
ま

し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
や
楽
し
そ
う
な

表
情
を
見
れ
て
す
ご
く
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
私
自
身
も
園
外
活
動
に
行
っ

た
こ
と
が
な
く
こ
の
よ
う
な
経
験
が
で
き
て

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
ひ
か
り
棟
介
護
福
祉
士　

大
塚
菜
奈
）

おめでとうございます

おいしそ〜♪

マッサージ気落ちいいな〜♪

還暦迎えました

両
病
棟
が
つ
な
が
り
、
つ
つ
が
な
く
式
典

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
形
で
た
く
さ
ん
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
、
な
な
い
ろ
の
会
で
お
祝
い
さ
れ

た
の
は
、
ひ
か
り
棟
・
勝
利
さ
ん
、
ミ
ヨ

子
さ
ん
、
豊
さ
ん
、
光
男
さ
ん
、
由
美
さ

ん
、
め
ぐ
み
棟
・
雅
文
さ
ん
、
幸
彦
さ
ん
、

千
恵
子
さ
ん
、
欽
也
さ
ん
、
喜
代
香
さ
ん
、

の
10
名
の
方
々
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
笑
顔

で
元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

（
ひ
か
り
棟
介
護
福
祉
士　

成
尾
正
一
）
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めぐみ棟より

　

蒸
し
蒸
し
暑
い
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
!!

　

暑
い
時
期
な
の
で
涼
し
い
お
部
屋
で
今
年
度
は
み
ん
な
で
夏
祭
り
を

開
催
☆

　

夏
祭
り
の
出
店
に
も
あ
る
、
た
こ
焼
き
や
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
・
お
好
み

焼
き
・
綿
あ
め
・
金
魚
釣
り
な
ど
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム
で
す
。
利
用
者

の
方
一
人
ひ
と
り
好
き
な
お
店
に
行
き
上
肢
を
使
っ
て
ボ
ー
ル
を
転
が

し
た
り
、
ひ
も
を
引
っ
張
っ
た
り
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
楽
し
ま
れ
て
い

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
！

　

浴
衣
に
着
替
え
て
記
念
撮
影
。
最
後
に
は
夏
の
風
物
詩
大
き
な
花
火

の
映
像
で
大
歓
声
!!
少
し
の
時
間
で
し
た
が
み
ん
な
で
夏
祭
り
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
☆

　

ま
た
来
年
も
暑
さ
に
負
け
ず
夏
祭
り
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
!!

（
め
ぐ
み
棟
保
育
士　

田
﨑
加
奈
子
）

　

７
月
７
日
に
七
夕
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

め
ぐ
み
棟
で
は
利
用
者
さ
ん
は
短
冊
を
担
当
の

職
員
と
一
緒
に
事
前
に
書
き
ま
し
た
。
利
用
者

さ
ん
と
担
当
の
職
員
が
七
夕
に
つ
い
て
話
し
願

い
を
一
緒
に
書
く
こ
と
で
七
夕
の
行
事
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
利
用
者
さ
ん
の
願
い
や

感
じ
て
い
る
こ
と
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
思
い
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
病
棟
に
織
姫
と
彦
星
が
来
て
織
姫

チ
ー
ム
・
彦
星
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
す
ご
ろ
く

を
行
い
ま
し
た
。
七
夕
の
曲
に
合
わ
せ
て
職
員

と
一
緒
に
サ
イ
コ
ロ
を
手
で
持
ち
床
に
転
が
し

た
り
、
机
に
サ
イ
コ
ロ
を
置
き
サ
イ
コ
ロ
の
あ

る
場
所
ま
で
手
を
伸
ば
し
サ
イ
コ
ロ
を
落
と
し

て
転
が
す
利
用
者
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

「
七
　
夕
」

夏
祭
り
☆
☆

「

サ
イ
コ
ロ
を
投
げ
て
、
笑
顔
に
な
る
様
子
が
あ
り
、
初

め
て
の
司
会
を
し
て
緊
張
し
て
い
た
私
ま
で
笑
顔
に
な

り
ま
し
た
。 

　

そ
し
て
、
チ
ー
ム
の
皆
で
出
た
目
の
数
を
口
に
出
し

な
が
ら
織
姫
と
彦
星
が
ス
タ
ー
ト
。
マ
ス
の
お
題
に
沿

っ
て
織
姫
や
彦
星
と
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
を
撮
っ
た
り
、

じ
ゃ
ん
け
ん
対
決
を
し
た
り
、
職
員
の
願
い
事
を
聞
い

て
み
た
り
、
ゴ
ー
ル
に
辿
り
着
く
ま
で
様
々
な
お
題
を

し
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。
す
ご
ろ
く
が
ゴ
ー
ル
す

る
と「
七
夕
さ
ま
」を
歌
い
最
後
に
は
笹
に
飾
ら
れ
た
短

冊
を
織
姫
と
彦
星
が
天
の
川
に
届
け
に
帰
り
ま
し
た
。

　

七
夕
の
日
は
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の

願
い
は
き
っ
と
叶
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
め
ぐ
み
棟
保
育
士　

山
田
梨
愛
）
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「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
活
動
」

「
展
示
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
向
け
て
」

通所で頑張っています
　

去
年
の
８
月
、
活
動
の
中
で「
未

来
の
自
分
」へ
あ
て
た
手
紙
を
書
き

ま
し
た
。
そ
の
手
紙
を
開
け
る
日
が

や
っ
て
き
ま
し
た
!!

　

過
去
か
ら
郵
便
屋
さ
ん
が
持
っ

て
き
て
く
れ
た
お
手
紙
…
「
１
年
前
、

ど
ん
な
こ
と
を
書
い
た
か
な
？
」と

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
封
を
開
け
、
皆

さ
ん
の
様
々
な
思
い
が
詰
ま
っ
た
お

手
紙
を
各
自
じ
っ
く
り
読
ま
れ
て
い

ま
し
た
。 

　

中
に
は
そ
の
日
の
給
食
の
献
立
や

着
て
い
た
お
洋
服
な
ど
が
書
か
れ
て

お
り
、
皆
さ
ん
大
盛
り
上
が
り
！
当

時
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
手
紙

を
読
ん
だ
後
は
、
ま
た
１
年
後
の
自

分
に
手
紙
を
書
き
ま
す
。
そ
の
日
あ

っ
た
出
来
事
や
○
○
し
て
み
た
い
！

な
ど
沢
山
の
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。 

　

未
来
へ
の
ポ
ス
ト
に
投
函
。
ま
た

1
年
後
に
開
け
る
の
が
今
か
ら
楽
し

み
で
す
ね
♪
…
ち
な
み
に
ス
タ
ッ
フ

も
書
き
ま
し
た
。

 （
通
所
介
護
福
祉
士　

平
山　

咲
）

　

朝
夕
涼
し
く
な
り
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
ま
す
。
今
年
も
残

念
な
が
ら
開
園
祭
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
い

う
こ
と
で
、
少
し
で
も
開
園
祭
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
!!
と
の
思
い
で
、
通
所
で
は
展
示
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
!!

　

各
曜
日
ご
利
用
の
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
、
染
物
や
パ
ス

テ
ル
画
や
野
菜
ス
タ
ン
プ
な
ど
様
々
な
手
法
を
使
っ
て
の
作

品
作
り
を
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
と「
ど
ん
な
風
に
描
く
？
」

「
何
色
に
す
る
？
」な
ど
と
色
々
決
め
な
が
ら
作
業
を
進
め
、

ど
れ
も
素
敵
な
作
品
が
た
く
さ
ん
出
来
上
が
り
ま
し
た
よ
。

　

今
回
は
日
ご
ろ
の
活
動
で
利
用
者
さ
ん
が
作
っ
た
作
品
や

ス
タ
ッ
フ
が
作
っ
た
作
品
も
一
緒
に
9
月
27
日
～
10
月
10
日

頃
ま
で
展
示
し
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
た
く
さ

ん
の
方
に
作
品
を
見
て
頂
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

（
通
所
介
護
福
祉
士　

大
里
弘
美
）
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朝
夕
は
次
第
に
涼
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
9
月
の
下
旬
、
重
症
者
ホ
ー
ム
ひ
さ
や
ま

で
は
、
お
月
見
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
気
予
報
で
は
、
お
月
見
の
時
間
帯
は
雨
、
と

の
予
報
で
し
た
が
、
嬉
し
い
こ
と
に
当
日
、
空
は

き
れ
い
に
晴
れ
ま
し
た
。『
こ
れ
で
外
に
行
け
る

ね
』と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
表
情
を
浮
か
べ
る
利
用
者

も
お
ら
れ
ま
し
た
。
お
月
見
の
為
に
用
意
し
た
2

種
類
の
和
菓
子
は
、
見
て
楽
し
め
る
も
の
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
ま
し
た
。
月
を
眺
め
る
、
う
さ
ぎ
の

意
匠
が
凝
ら
さ
れ
た
羊
羹
と
、
う
さ
ぎ
の
形
を
し

た
お
饅
頭
を
、
京
都
の
菓
匠 
清
閑
院
よ
り
取
り
寄

せ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
を
食
べ
る
か
は
、
あ
み
だ
く

じ
で
決
め
ま
し
た
よ
。
食
べ
る
の
が
勿
体
無
い
く

ら
い
愛
ら
し
い
和
菓
子
で
し
た
が
、
利
用
者
は
大

き
く
口
を
開
け
て
、
パ
ク
ッ
と
召
し
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

月
が
顔
を
出
す
の
を
待
つ
間
、
私
達
は
、
沈

む
夕
陽
と
、
そ
の
光
を
受
け
て
、
一
面
金
色
に
染

ま
っ
た
稲
穂
を
眺
め
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。
実

り
豊
か
な
情
景
に
、
一
際
明
る
く
輝
く
、
宵
の
明

星
も
見
ら
れ
、
秋
の
夕
暮
れ
時
の
美
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
ス
ズ
ム
シ
や
コ
オ
ロ
ギ
の
、
軽
や
か
な

合
唱
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
涼
や
か
な
風
吹
く

星
空
の
下
、
散
歩
も
し
ま
し
た
よ
。
月
の
出
が
遅

く
、
時
間
内
に
月
を
見
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
秋
の
訪
れ
を
多
く
感
じ
ら
れ
る
ひ
と
時

を
、
ス
タ
ッ
フ
、
利
用
者
共
に
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

（
重
症
者
ホ
ー
ム
生
活
支
援
員　

福
島
有
紀
）

重症者ホームひさやまより
「
お
月
見
行
事
」

　

今
年
で
園
内
託
児
所
も
４
年
目
に
入
り

ま
し
た
。
子
供
た
ち
も
毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い

に
登
園
し
大
き
な
怪
我
や
事
故
も
な
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。
６
月
か
ら
託
児
所
の
お
部

屋
も
広
く
な
り
子
供
た
ち
も
嬉
し
そ
う
で

毎
日
走
り
回
る
姿
や
身
体
を
の
び
の
び
と

動
か
し
て
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
っ
て
い
る
子
供
た
ち
の
人
数
も
増
え
毎

日
と
っ
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。

　

さ
て
８
月
に
入
り
暑
さ
も
本
格
的
に
厳

し
く
な
り
子
供
た
ち
の
大
好
き
な
プ
ー
ル

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
テ
ラ
ス
で
プ
ー

ル
の
準
備
を
し
て
い
る
と「
プ
ー
ル
・
プ
ー

ル
」と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
姿
や
窓
越
し

か
ら
何
か
始
ま
る
の
か
な
？
と
ジ
ッ
と
見

て
い
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
１
歳
児
さ

ん
達
は
初
め
て
の
プ
ー
ル
活
動
で
し
た
が

水
に
怖
が
る
こ
と
も
な
く
自
ら
プ
ー
ル
の
中

に
入
り
水
の
感
触
を
楽
し
ん
だ
り
お
友
達
の

遊
び
を
ま
ね
し
て
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
２
歳
児
さ
ん
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
プ
ー

ル
に
入
り
顔
に
水
が
か
か
っ
て
も
平
気
で

す
!!
玩
具
を
使
い
水
の
出
し
入
れ
を
し
た

り
、
ご
っ
こ
遊
び
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
た

り
、
お
友
達
が
使
っ
て
い
る
玩
具
で
遊
び
た

い
と
き
は「
貸
し
て
」と
言
葉
に
し
て
相
手
へ

伝
え
た
り
、
１
歳
児
さ
ん
が
使
っ
て
い
た
玩

具
を
見
つ
け
る
と「
〇
〇
君
の
だ
よ
、
ど
う

楽
し
い
プ
ー
ル
遊
び
!!

「
こ
ひ
つ
じ
」便
り

園
内
託
児
所

ぞ
！
」と
お
し
ゃ
べ
り
し
て

い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
楽
し
そ
う
に

遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
て
よ
か

っ
た
で
す
。
来
年
も
楽
し

み
だ
ね
♪
♪

（
託
児
所
保
育
士　石

橋
瑳
織
）
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25
年　

古
賀
公
俊
、
島
津
静
香

20
年　

髙
木
美
鈴
、
原
田
太
一
、　

　
　
　

山
田　

建
、
横
山
友
美

15
年　

末
松
智
子
、
永
沼
清
美
、

　
　
　

山
口
真
一

10
年　

浦
見
哲
詞
、
川
上
敏
美
、	

　
　
　

齊
藤
未
知
瑠
、
笹
倉
典
子
、

　
　
　

 

佐
藤
有
美
、
田
代
未
来
、

　
　
　

土
居
ひ
と
み
、
廣
末
美
穂
、　

　
　

 　

安
河
内
育
子

5
年　

安
部
節
子
、
加
藤
依
織
、　

　
　
　

金
子
華
慧
、
塩
川
祐
佳
、

　
　
　

田
中
和
人
、
寺
田
智
加
子
、

　
　
　

濵
田
彩
子
、
本
庄
友
美
、　

　
　
　

本
多
小
百
合
、
栁　

裕
介

５
０
０
時
間	

	

髙
木
妙
子　
　

様

	

梅
田
淳
子　
　

様

	

五
斗
園
子　
　

様

	

濱
﨑
カ
ツ
ヱ　

様

　前号でご案内しましたように、今年の「第45回開園祭」もまた、感染
対策の観点からバザーや公開療育・ふれあい等を中止せざるを得ず、9
月24日（金）13時30分から、地域交流ホールにおいて、ボランティア
や勤続職員、ミットレーベン・ネットワークの永年に渡る支援への感
謝を中心とした「感謝礼拝」が開催されました。しかし、限られた集いで
あっても、利用者、保護者、ボランティア、職員が一丸となり、『次年度こ
そは』の想いで、日々を歩む決意が示されたと感じられました。

（開園祭実行委員会）

2021年開園祭

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

表
彰
者

永
年
勤
続
職
員

表
彰
者
（
敬
称
略
）

勤
続
20
年

髙木妙子さん (ボランティア )濱﨑カツヱさん左（ボランティア）

職員を代表して古賀公俊さんへの
賞状贈呈

勤
続
表
彰
者
の
声

　

め
ぐ
み
棟
・
ひ
か
り
棟
・
通
所
・

ホ
ー
ム
と
各
部
署
を
ぐ
る
っ
と
回
っ

て
丁
度
20
年
勤
続
と
な
り
ま
し
た
。

保
育
士
と
し
て
療
育
活
動
を
中
心
に

沢
山
の
利
用
者
の
方
や
ご
家
族
と
関

わ
る
事
が
出
来
、
と
て
も
幸
せ
で
多

く
の
発
見
と
学
び
と
反
省
の
あ
る
20

年
だ
っ
た
と
感
慨
深
く
感
じ
て
い
ま

す
。
療
育
活
動
に
参
加
し
て
下
さ
る

一
人
ひ
と
り
の
事
を
考
え
創
意
工
夫

と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
準

備
を
し
て
い
る
時
間
、
活
動
中
の
頑

張
っ
て
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
瞬
間
や

満
面
の
笑
み
を
見
ら
れ
る
の
が
私
の

大
好
き
な
時
間
で
す
。
こ
の
20
年
歩

み
を
止
め
ず
前
に
進
め
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
叱
咤
激
励
を
し
て
下
さ
る
先

輩
方
・
心
置
き
な
く
話
せ
る
同
僚
・

応
援
し
て
く
だ
さ
る
保
護
者
の
方
々

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
・
活
動

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
利
用
者
の

方
々
、
そ
し
て
家
族
の
支
え
が
あ
っ

て
こ
そ
だ
と
深
く
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
障
が
い
を
持
つ
方
々
の

笑
顔
や
輝
け
る
瞬
間
を
引
き
出
せ
る

様
に
日
々
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
重
症
者
ホ
ー
ム
保
育
士　
　原

田
太
一
）

　

20
年
勤
続
表
彰
を
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
勤
め
て
い
た
会
社
を
中

途
半
端
に
辞
め
、
必
要
な
知
識
や
技
術

は
も
ち
ろ
ん
、
十
分
な
覚
悟
も
な
い
ま

ま
入
職
し
た
私
は
、
当
然
の
よ
う
に
重

症
児
者
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
難
し
さ
の

壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
は
か
な
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
と
思
い
ま
す
。
先
輩
方
に
ご
指
導
頂

き
な
が
ら
皆
さ
ん
に
認
め
て
も
ら
お
う

と
必
死
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
見

せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
皆
さ
ん

の
笑
顔
が
本
当
に
嬉
し
く
励
み
に
な

り
、
仕
事
が
楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
、
育
て
て
も

ら
っ
た
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た

め
て
感
謝
の
思
い
で
す
。

　

今
回
、
そ
ん
な
原
点
を
思
い
返
す
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
頂
け
て
い
る
役
割
に
感
謝

し
今
後
も
最
善
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　

  

（
地
域
療
育
部
相
談
支
援
専
門
員　

山
田　

建
）

　

人
生
の
半
分
は
久
山
と
共
に
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
病
棟
で
５
年
子
育
て
を
し

な
が
ら
の
三
交
代
、
そ
し
て
事
務
所
に

異
動
に
な
り
、
４
人
の
子
供
た
ち
に
励

ま
さ
れ
な
が
ら
、
早
く
も
20
年
が
経
ち

ま
し
た
。
利
用
者
様
、
保
護
者
様
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、
職
員
の
皆
様
に
温

か
い
言
葉
を
い
た
だ
き
支
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
に

出
会
え
た
奇
跡
に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
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す
。
こ
れ
か
ら
も
共
に
歩
み
、
笑
顔
と

感
謝
を
忘
れ
ず
咲
か
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。
自
分
流
幸
せ
の
花
を
。

（
事
務
員　

横
山
友
美
）

　

２
０
０
６
年
に
入
職
し
て
、
も
う
15

年
も
経
っ
た
ん
だ
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
10
年
を
過
ぎ
た
と
き
は
、
と
う
と

う
10
年
経
っ
た
か
と
、
時
間
の
長
さ
を

実
感
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
か
ら
５
年
経
つ
の
は
早
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
こ
の
５
年
間
は
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
入

居
者
は
も
ち
ろ
ん
ご
家
族
と
の
関
り
が

多
く
な
り
、
ご
家
族
の
思
い
に
触
れ
る

た
び
に
、
自
分
も
そ
の
視
点
か
ら
接
す

る
こ
と
が
出
来
て
い
る
か
な
、
ご
家
族

の
思
い
に
こ
た
え
ら
れ
て
い
る
か
な

と
、
自
分
を
律
し
続
け
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
だ
け
が
過
ぎ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
家
族
の
思
い
に
こ

た
え
ら
れ
る
よ
う
に
日
々
を
積
み
重
ね

て
い
き
た
い
と
、
こ
の
文
章
を
書
き
な

が
ら
思
い
を
新
た
に
で
き
ま
し
た
。

（
重
症
者
ホ
ー
ム
療
育
主
任

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者　

山
口
真
一
）

　

振
り
返
る
と
あ
っ
と
い
う
間
の
10
年

で
し
た
。
私
が
入
職
さ
せ
て
頂
い
た
時

来
、
今
ま
で
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
失
敗
を
生
か
せ
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
暖
か
い

ご
支
援
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
い
っ
そ
う
の
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
重
症
者
ホ
ー
ム
介
護
福
祉
士

　

田
代
未
来
）

　

こ
の
度
は
５
年
間
勤
続
表
彰
を
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
学
生
の
頃
、
ひ
か
り
棟
で
実
習
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

久
山
療
育
園
へ
入
職
し
ま
し
た
。
こ
の

５
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、
利
用
者

さ
ん
や
ご
家
族
の
方
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
時

に
は
辛
い
出
来
事
も
あ
り
ま
す
が
、
利

用
者
さ
ん
と
関
わ
る
こ
と
で
元
気
を
も

ら
っ
て
い
る
場
面
が
多
く
あ
り
、
久
山

療
育
園
で
働
け
て
い
る
こ
と
に
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
利
用

者
さ
ん
が
充
実
し
た
生
活
を
お
く
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
精
一
杯
看
護
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
め
ぐ
み
棟
看
護
師　

加
藤
依
織
）

　

こ
の
た
び
は
５
年
表
彰
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
２
０
１
５
年
５
月
か

ら
医
事
課
の
週
20
時
間
パ
ー
ト
職
員
と

勤
続
15
年

勤
続
10
年

は
、
診
療
部
は
理
学
療
法
士
は
居
ら
ず
、

作
業
療
法
士
と
言
語
聴
覚
士
の
み
で
し

た
。
そ
の
当
時
の
私
の
経
験
年
数
は
５

年
目
で
し
た
が
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
く
、
利
用
者
様
方
へ
何
が
で
き
る
の

か
悩
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、

先
輩
方
か
ら
の
ご
指
導
や
利
用
者
様
か

ら
の
学
び
が
あ
り
、
現
在
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
約
10
年
経
過
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が

重
症
心
身
障
害
児
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
利
用

者
の
個
性
・
年
齢
・
環
境
、
そ
れ
ぞ
れ

の
数
だ
け
、
目
的
・
介
入
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た
関
わ
り

が
で
き
る
よ
う
に
、
日
々
学
び
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
理
学
療
法
士　

川
上
敏
美
）

　

こ
の
度
は
10
年
勤
続
に
て
表
彰
し
て

頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
職
当
初
は
重
症
心
身
障
害（
児
）者
の

看
護
は
未
経
験
で
不
安
と
緊
張
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
し
か
し
、
利
用
者

様
と
の
日
々
の
関
わ
り
の
中
で
沢
山
の

元
気
を
も
ら
い
、
業
務
で
も
多
く
の
人

た
ち
に
支
え
ら
れ
仕
事
に
慣
れ
て
い
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
コ
ロ

ナ
禍
で
大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す

が
、
少
し
で
も
利
用
者
、
そ
し
て
保
護

者
の
皆
様
の
力
に
な
れ
る
様
に
業
務
に

精
励
す
る
所
存
に
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

(

め
ぐ
み
棟
看
護
師　

浦
見
哲
詞)

　

こ
の
度
は
、
10
年
勤
続
の
表
彰
を
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
勤
続
10
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
も
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
日
々
の
生
活
や
療
育

活
動
に
お
い
て
利
用
者
様
か
ら
元
気
や

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者

様
の
笑
顔
や
反
応
は
、
私
に
と
っ
て
大

切
な
宝
物
で
す
。
こ
の
10
年
間
で
沢
山

の
方
々
よ
り
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
学
び
は

足
り
ま
せ
ん
が
今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず

に
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ひ
か
り
棟
介
護
福
祉
士

齊
藤
未
知
瑠
）

　

家
族
の
皆
様
、
職
員
の
皆
さ
ま
、
い

つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
び
勤
続
10
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
、
表
彰
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
２
０
１
１
年
に
入
職
し
、
今
日
ま

で
多
く
の
先
輩
の
皆
さ
ま
に
支
え
て
頂

き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
出
来
事
を
振
り

返
る
と
、
入
職
し
て
直
ぐ
に
東
北
の
方

で
大
き
な
地
震
が
あ
り
、
九
州
で
は
何

度
も
集
中
豪
雨
に
襲
わ
れ
多
く
の
犠
牲

が
で
ま
し
た
。
現
在
は
、
未
知
の
ウ
イ

ル
ス
と
日
々
対
応
に
追
わ
れ
、
落
ち
着

か
な
い
10
年
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
何

度
も
失
敗
を
繰
り
返
し
て
来
ま
し
た

が
、
先
輩
方
に
失
敗
を
カ
バ
ー
し
て
頂

い
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
り
と

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

辛
い
中
で
利
用
者
の
皆
様
の
笑
顔
に
何

度
も
励
ま
さ
れ
、
立
ち
上
が
る
事
が
出

し
て
入
職
し
、
同
年
10
月
か
ら
フ
ル
タ

イ
ム
職
員
と
し
て
総
務
に
異
動
し
て
６

年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
熊
本
で
働
い
て
お
り
、
次
の
就
職
先

が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
不
安
に
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
元
職
場
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
か
ら
久
山
療
育
園
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
息
子
は
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
に
何
度
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
再
開
を
待
ち
遠
し
く
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
多
く
の
方
々
か
ら

の
お
祈
り
や
お
支
え
を
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
設
立
理
念
や
創
立
聖
句
を

念
頭
に
置
き
、
よ
き
働
き
が
で
き
る
よ

う
尽
力
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
事
務
員　

安
部
節
子
）

　
『
い
つ
も
そ
ん
な
に
気
を
張
っ
て
い

て
大
丈
夫
？
』と
入
職
当
時
か
ら
言
わ

れ
ま
し
た
。
笑
顔
を
見
せ
て
も
ら
え
ま

し
た
。
声
を
掛
け
て
も
ら
え
ま
し
た
。

頼
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
名
前
を
呼
ん

で
も
ら
え
ま
し
た
。
５
年
間
、
た
く
さ

ん
感
謝
す
る
こ
と
が
積
み
重
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
日
々
、
施
設
に
携
わ
る
人

か
ら
受
け
た
こ
と
へ
の
恩
返
し
で
す
。

事
務
が
担
う
責
務
に
、
懸
命
に
挑
む
毎

日
で
す
。
久
山
療
育
園
の
歴
史
を
繋
げ

て
い
く
為
、
自
分
の
役
割
と
し
て
出
来

る
こ
と
を
最
大
限
に
活
か
し
、
頑
張
ら

せ
て
頂
き
ま
す
。　（

事
務
員　

田
中
和
人
）

勤
続
５
年
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今
年
の
第
45
回
開
園
祭
は
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、昨
年
に
引
き
続
き
感
謝

礼
拝
の
み
と
な
り
、出
席
者
を
制
限

し
ま
し
た
。例
年
開
園
祭
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
る
入
所
者
の
ご
家
族

の
方
々
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、教
会
関
係

者
、近
隣
住
民
の
方
々
の
こ
と
を
思

う
と
、大
変
残
念
な
思
い
が
し
ま
す
。

宮
﨑
理
事
長
は
感
謝
礼
拝
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
で
設
立
聖
句
か
ら「
見
え

な
い
も
の
に
目
を
注
ぐ
。見
え
な
い

も
の
は
永
遠
に
つ
づ
く
の
で
あ
る
」

と
記
さ
れ
、「
艱
難
の
中
に
あ
っ
て
も

落
胆
せ
ず
新
し
く
生
き
る
こ
と
が

赦
さ
れ
て
い
る
」と
も
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

45
年
前
に
多
く
の
方
々
の
熱
い

祈
り
と
共
に
設
立
さ
れ
た
園
の
こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
心
か
ら
感
謝
し
、お

祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
か
ら
福
岡
県
で
は
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、第
5
波
の

ピ
ー
ク
時
で
は
一
日
の
感
染
者
数
が

１
，２
５
３
人
と
な
り
大
き
な
不
安

を
お
ぼ
え
ま
し
た
。そ
の
中
で
、８
月

中
旬
、園
で
は
職
員
に
対
し
第
５
回

目
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
ま
し
た

が
、今
回
も
全
員
陰
性
で
胸
を
撫
で

お
ろ
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
園
か
ら
感
染
者
が
出
な

 　

緊
急
事
態
宣
言
発
出
に
伴
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
中
止
と

な
っ
て
早
二
ケ
月
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
お
姿
が
見
ら
れ
な

い
中
、
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
の
目
標
は
、
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち

続
け
る
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

へ
こ
れ
ま
で
の
感
謝
を
伝
え
る
…

等
で
す
。

　

活
動
中
止
中
も
、
皆
さ
ん
か
ら

の
熱
い
想
い
を
受
け
、
在
宅
ワ
ー

ク
（
裁
縫
や
活
動
用
の
制
作
物
な

ど
）
の
や
り
取
り
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
足

り
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、「
今

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
」
を

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
中
々
会
え
な
い
状
況

で
も
「
つ
な
が
る
」
こ
と
が
で
き

な
い
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

活
動
中
止
の
期
間
中
も
、
多
く

の
方
か
ら
お
電
話
や
お
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
受

け
入
れ
が
で
き
な
い
こ
と
は
残
念

で
し
た
が
、
再
開
し
た
時
の
た
め

に
、
私
た
ち
は
皆
さ
ん
の
想
い
に

歩
　

行
　

器

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

（
H
・
N
）

編
集
後
記

「
愛
の
手
を
」の
担
当
を
終
え
て　

　

本
号
で
は
、
勤
続
20
年
を
は
じ

め
と
す
る
勤
続
職
員
か
ら
の
コ
メ

ン
ト
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
、
教
会
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
や
法
人

役
員
、
職
員
な
ど
か
ら
多
大
な
ご

協
力
を
頂
き
毎
号
の
紙
面
を
編
集

す
る
仕
事
に
、
と
て
も
大
き
な
喜

び
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

ど
の
記
事
の
根
底
に
も
、
久
山

療
育
園
設
立
以
来
の『
最
も
弱
い

立
場
の
人
に
寄
り
添
う
』と
い
う

祈
り
や
決
意
や
証
し
を
常
に
確
認

す
る
事
が
で
き
た
か
ら
で
す
。『
変

わ
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
が
あ
る

な
ら
、
紙
面
を
通
じ
て
そ
れ
ら
を

守
り
た
い
』、
と
願
い
な
が
ら
編

集
を
続
け
つ
つ
、
私
自
身
も
入
職

後
丸
15
年
を
迎
え
、
こ
の
度
退
職

す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
事
務
部

員
、
事
務
部
長
、
法
人
事
務
局
課

長
と
職
制
は
変
わ
っ
て
も
、「
愛

の
手
を
」の
制
作
は
常
に
業
務
の

中
心
に
有
り
、
お
支
え
に
よ
り
発

行
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
本
号

が
最
後
の
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
心
か
ら
の
原
稿
を
寄
せ

て
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
久
山
療

育
園
が
持
ち
続
け
て
き
た
、
変
わ

ら
な
い
大
事
な
も
の
が
、
こ
の
紙

面
を
通
じ
て
守
ら
れ
て
い
き
ま
す

よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
法
人
事
務
局
担
当
課
長

広
報
出
版
委
員
長　

馬
原
哲
治
）

い
よ
う
に
と
感
染
予
防
対
策
を

徹
底
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

園
で
は
感
染
防
止
対
策
と
し

て
、業
者
の
病
棟
へ
の
立
ち
入
り

を
止
め
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、こ

れ
ま
で
入
所
者
の
方
々
の
散
髪
・

理
髪
を
依
頼
し
て
い
た
二
業
者
の

立
ち
入
り
も
１
年
半
近
く
止
め

て
い
ま
す
。

　

現
在
、男
性
は
月
一
回
、女
性
は

2
ヵ
月
に
一
回
か
ら
二
回
の
割
合

で
入
所
者
の
方
々
の
散
髪
・
理
髪

を
介
護
職
員
が
行
っ
て
い
ま
す
。

担
当
職
員
は「
髪
が
伸
び
る
と
暑

い
だ
ろ
う
と
思
う
し
、散
髪
す
る

と
入
所
者
の
方
も
ス
ッ
キ
リ
し
ま

す
。入
所
者
の
方
と
共
に
笑
顔
に

な
り
ま
す
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

10
月
15
日
現
在
、入
所
者
か
ら

コ
ロ
ナ
感
染
者
は
出
て
い
ま
せ

ん
。多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
日
々
の

働
き
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。そ
の
後
ろ
に
は
多
く

の
方
々
の
熱
い
祈
り
と
共
に
、神

様
の
大
い
な
る
お
守
り
が
あ
る
こ

と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　ボランティアに関するお問い合わせの
方法として、専用メールがございます。

「興味があるけど、どんなことするのか心配…」
「行ってみたいけど、手続きは？」など、
いつでもご質問いただけるようになっています。
　お気軽にご利用ください。

bora@hisayama-smid.jp

【専用メールアドレス】 こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
準
備
し
て

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会　

陣
内
晶
子
）
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